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を
繰
り
返
し
ま
す
。
各

支
部
と
の
交
流
の
た
め
、

方
円
流
が
主
催
す
る
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
人
に
興

味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
本
荘

さ
く
ら
ま
つ
り
や
市
民

芸
術
文
化
祭
な
ど
で
茶

席
を
開
い
て
煎
茶
を
振

る
舞
っ
た
り
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
お
茶
を
飲
む

習
慣
を
身
に
付
け
て
も

ら
お
う
と
、
東
由
利
の

み
ど
り
保
育
園
で
毎
年

お
煎
茶
教
室
を
開
催
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
関
さ
ん
の
妹
の
六

平
恵
子
さ
ん
（
69
歳
・

猟
師
町
）
は
清
風
会
発

足
時
か
ら
小
関
さ
ん
と

協
力
し
、
清
風
会
の
中

心
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

「
煎
茶
で
お
も
て
な
し

を
す
る
と
き
は
常
に
お

客
さ
ん
主
体
で
考
え
る

よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

お
い
し
く
飲
ん
で
く
れ

れ
ば
そ
れ
で
い
い
し
、

喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き

が
何
よ
り
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
こ
の

日
本
の
伝
統
文
化
を
広

め
て
い
く
こ
と
。
会
員

も
増
え
て
ほ
し
い
と
話

す
小
関
さ
ん
は
「
煎
茶

は
普
段
の
生
活
の
中
で

飲
む
機
会
も
多
い
と
思

う
が
、
お
い
し
く
入
れ
、

味
わ
う
こ
と
で
そ
の
良

さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

え
た
ら
」
と
思
い
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※

清
風
会
に
興
味
の
あ

る
方
は
代
表
・
小
関
裕

子
さ
ん
ま
で

（
☎
22

－

１
４
１
６
）

一杯一杯心を込めて入れます
（10月27日、市民芸術文化祭にて）

代表の小関裕子
さん（右）

お稽古は終始和
やかな雰囲気で
行われていまし
た

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団

体
を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
第
７
回
は
「
清
風
会
」
で
す
。

市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介

熱
中　夢
中

7
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煎茶道方円流
　清　風　会

細やかな心遣いが
煎茶の味を引き出す

　
　
設
立
は
昭
和
39
年
。

　
　
大
学
在
学
中
に
小

　
　
関
裕
子
さ
ん
（
76

歳
・
中
竪
町
）
が
煎
茶

道
に
出
合
い
興
味
を
持

ち
始
め
、
そ
の
後
帰
郷

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
「
清
風
会
」
を
発
足

し
ま
し
た
。

　
煎
茶
道
は
か
つ
て
文

人
墨
客
（
詩
文
・
書
画

な
ど
に
携
わ
る
人
）
た

ち
が
集
い
、
詩
を
読
み
、

画
を
語
り
合
う
際
、
お

茶
を
味
わ
い
な
が
ら
楽

し
ん
だ
こ
と
が
発
展
し

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
茶
を
入
れ
る

手
順
（
手
前
）
は
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

味
わ
い
方
は
形
式
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
由
で
あ
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
煎
茶
道
の
流

派
は
数
多
く
存
在
し
、

清
風
会
は
「
方
円
流
」

と
い
う
流
派
に
属
し
ま

す
。

　
会
員
は
現
在
９
人
。

毎
月
３
回
程
度
、
小
関

さ
ん
の
自
宅
に
集
ま
り

手
前
の
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
使
用
す
る
茶
葉

は
県
内
外
か
ら
取
り
寄

せ
、
特
徴
を
見
極
め
て

必
要
に
応
じ
ブ
レ
ン
ド

す
る
な
ど
、
よ
り
味
わ

い
深
い
お
茶
を
仕
立
て

上
げ
る
た
め
試
行
錯
誤
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Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー
 ふれあい
　サイドストーリー

て小学校ごとに実施され、児童たち
は「おばこ号」の乗車体験や由利高
原鉄道車両基地の見学、民俗芸能
伝承館「まいーれ」の見学などを通
してふるさとを見つめ直しました。
　中でも子どもたちが特に盛り上がっ
たのは、「まいーれ」でのお祓い体験。
けがれを祓って健康や家内安全を願
う意味があることを学んだ児童たちは、
実際に獅子頭を操ってカチカチと音
を鳴らし、友だちと頭や肩、おなか
をかむしぐさを体験し合って興奮した
様子を見せていました。新山小３年
の佐々木礼愛さんは「意外と重くて
歯のところをカチカチするのが大変

　地域に関心を持ち、郷土を愛する
心を育んでもらおうと、市では本年度、
市内の小学３年生640人全員を対象
とした社会科見学ツアーを企画しまし
た。
　ツアーは６月から12月までにかけ

地域の良さを知ろう！ 「学ぶん・チャレンジ・プログラムツアー」

だった。獅子や昔からの伝統のこと
を前よりよく知ることができました。ま
た来たいです」と笑顔で話しました。車両下部の説明に興味津々の児童たち

獅子に入ったり触れたりして大はしゃぎ
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　未
婚
率
の
上
昇
や
晩
婚
化
が
進
む
な
か
で
「
結
婚
し
た
い
、

で
も…
」
と
お
悩
み
の
方
の
背
中
を
押
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

未
婚
率
の
上
昇
と

　
　
　
　出
生
数
・
婚
姻
数
の
減
少

　
本
市
の
人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
に
未
婚

率
の
上
昇
に
伴
う
出
生
数
と
婚
姻
数
の
減
少

が
あ
り
ま
す
。
平
成
17
年
か
ら
同
27
年
ま
で

の
５
年
ご
と
の
男
女
別
の
未
婚
率
の
上
昇
は

数
字
で
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下

図
の
よ
う
に
出
生
数
と
婚
姻
数
の
減
少
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
課
題
克
服
の
た
め
市
で
は
、
出
会
い

や
結
婚
に
関
す
る
お
世
話
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
県
の
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
、
結
婚

支
援
団
体
や
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
の
意

見
交
換
や
情
報
共
有
を
行
う
結
婚
支
援
者
の

集
い
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
入

会
登
録
料
（
１
万
円
）
の
全
額
助
成
（
初
回

の
み
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　開
設
し
て
い
ま
す

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
本
年
度
、

小
友
地
区
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
に
「
サ
テ

ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
月
４
回
程

度
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各
地
を

巡
回
す
る
「
出
張
セ
ン
タ
ー
」
も
月
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
登
録
（
入
会
）
や
お
相
手
の
検
索
、

結
婚
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
ほ
か
、
サ
テ
ラ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
マ
ッ
チ
ン
グ
（
お
見
合

い
）
も
行
っ
て
お
り
、
出
会
い
や
結
婚
へ
の

第
一
歩
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

○
開
設
予
定
日

サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

日
時
　
12
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮
、
１
月
６
日

　
㈰
・
７
日
㈪
・
24
日
㈭
・
25
日
㈮
、
２
月

　
４
日
㈪
・
５
日
㈫
・
21
日
㈭
・
22
日
㈮
、

　
３
月
10
日
㈰
・
11
日
㈪
　
11
時
〜
16
時

会
場
　
小
友
地
区
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ミ
ー

　
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

※

ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

出
張
セ
ン
タ
ー

日
時
　
①
１
月
16
日
㈬
、
②
２
月
16
日
㈯
、

　
③
３
月
５
日
㈫
　
11
時
〜
16
時

会
場
　
①
由
利
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン 

　
テ
ィ
ア
室
、
②
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル
１

　
階
会
議
室
、
③
岩
城
会
館
堅
香
子
の
間

※

ご
利
用
の
２
日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
が
な
い
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

予
約
　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０
０̶

８
０
０̶

０
４
１
３

地域密着型出会いの場イベントの開催
　矢島まちづくり協議会では、自主的に活動できる事業として市の地域づくり

推進事業を活用し、地域の少子高齢化に伴う人口減少や農家などの後継者問題

などの解決の糸口として、出会いの場のイベントを年３回開催しています。   

　第１弾は７月22日㈰に「ＦＯＯＴＰＡＴＨ＆蕎麦打ちコン in Yashima」と  

題し、坂之下集落を会場に地域の名所巡りや座禅体験をしながらお昼には地元 

特産品でもあるそば打ち体験で一緒に昼食をとるなど、地域の特性を生かした

出会いの場づくりを行い24人の参加で大いに盛り上がりました。

　第２弾は９月15日㈯に「YASHIMA chiconＢＢＱ＆星空コン」と題し、鳥海

高原花立牧場公園を会場に

バ ーベキューで交流しながら

歌手の石川コウさんのライブ

イベント・ 星空観察に18人が

参加。第３弾は２月16日㈯に

「ほろ酔い酒蔵コン」と題し、酒

蔵見学や利き酒パーティーな

どを企画しています。この機会

に参加してみませんか。

問い合わせ先　矢島まちづくり協議会事務局　☎５５－４９５１

す
て
き
な
出
会
い
、

　
　結
婚
を
応
援
し
て
い
ま
す

市内の男性（年齢別）未婚率
80
70
60
50
40
30
20
10
0

Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２７

63.2 67.8 70.7

43.8 44.6 49.4

33.0 34.2 35.5

25-29歳 30-34歳 35-39歳

市内の女性（年齢別）未婚率 婚姻数と出生数の推移

25-29歳 30-34歳 35-39歳

60
50
40
30
20
10
0

Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２７

46.8 51.4 54.4

24.5
26.4 29.4

15.0
19.3 20.7

350
300
250
200
150
100
50
0

婚姻数 出生数

700
600
500
400
300
200
100
0

333 317 304
282 290

261 258583 570 527 522 477 447 449

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

あきた結婚支援センター登録数の状況（由利本荘市）
200

150

100

50

0

登録者数 新規入会者 うち登録費助成者 成婚者数

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

5152

0 1

85

34
0 0

126

53

0 7

121

45

0 5

143

56
38

4

138

45
25

7

153

61
41

6

婚
姻
数

出
生
数

（％）

（％） （組） （人）（人）
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

　☎
24̶

６
２
３
１
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おめでとうございます

　小川さんは昭和53年から約40年間
にわたり花壇の整備に取り組まれ、
現在はその姿に賛同した多くのボラ
ンティアとともに大きな花壇を整備
するなど、多くの人の目を楽しませ
ています。

　小川さんは「自分一人ではできないこと
で、地域の人たちの力の結集に感謝してい
ます。今後も地域がきれいになればありが
たい」と話しました。

　佐々木さんは「苦労もあったが、楽しん
でやってきた。この受賞が町内会活動に携
わっている皆さんの励みになればと思いま
す」と話しました。

　小林さんは「長く続けてこれたのも、ひ
いきにしてくれるお客さまのおかげだと思
います。これからも自分の仕事に後継者の
育成に頑張っていきたい」と話しました。

小川専一さん（88歳・土谷）

秋田県花いっぱい運動功労者

　佐々木さんは平成12年から平成30
年まで18年間にわたり五軒町町内会
長を務め、また平成22年から平成30
年までは本荘地域町内会長協議会の
会長を務めるなど地域コミュニティ
ーの構築に尽力されました。

佐々木市雄さん（76歳・鶴沼）

自治会等地縁による団体功労者
総務大臣表彰

　小林さんは昭和51年から約40年間
にわたり友禅染職人として鍛錬を重
ね、現在も多くの作品を発表するほ
か、後継者の育成にも尽力するなど、
秋田県の友禅織りの第一人者として
活躍されています。

小林貴子さん（63歳・浜三川）

秋田県優良技能者

 11月3日に東京都で行われた第58回
郷土民謡民舞全国大会・民舞グラン
プリの部（内閣総理大臣賞争奪戦）
で、グランプリ大賞、内閣総理大臣
賞、産経新聞社賞を受賞しました。

　優秀指導者賞を受賞した最上谷智和子さ
ん（68歳・にかほ市）は「前回は３位で、
今回は優勝目指して頑張ってきた。生徒達
はとても頼もしかった」と話しました。

ステータス本荘

第58回郷土民謡民舞全国大会
グランプリ大賞・内閣総理大臣賞など

 10月に開催された第18回全国障害者
スポーツ大会「福井しあわせ元気大
会」の水泳競技で、25㍍自由形で第
１位に、25㍍背泳ぎで第２位に輝き
ました。

　高野さんは「背泳ぎでは１位になったこと
があったけど、自由形では初めてでうれしい。
まだタイムに伸びしろがありそうなので、こ
れからもっと頑張りたい」と話しました。

高野　栄さん（67歳・内越）

福井しあわせ元気大会
水泳競技　25㍍自由形　第１位

　10月21日に行われた第33回秋田県
剣道道場対抗錬成大会・団体戦で、
優勝を果たしました。３月31日に茨
城県水戸市で開催される全国大会へ
出場します。

　主将の土田剛士君（矢島小６年）は「今
まで教わってきたことを発揮して、全国大
会でも頑張りたい」と決意を述べました。

有武館矢島道場

第33回秋田県剣道道場対抗錬成大会
優勝

さらなるご活躍を期待しています。

栄光栄光栄光栄光
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Yurihonjo  City  Topics

も
の
づ
く
り
や
実
験
で
楽
し
い
１
日

第
15
回
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
第
15
回
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
12
月
１
日
に
市
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
市
内
の
中
学
校

科
学
部
や
県
立
大
学
、
理
科
教

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
科
学
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、
合
わ

せ
て
42
の
ブ
ー
ス
を
構
え
ま
し

た
。訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は「
ミ

ニ
熱
気
球
を
上
げ
よ
う
」
「
電

子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
作
ろ
う
」
な

ど
、
も
の
づ
く
り
や
実
験
が
楽

し
め
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な

ブ
ー
ス
を
次
々
と
回
り
、
科
学

の
不
思
議
や
楽
し
さ
に
触
れ
て

い
ま
し
た
。

　
弟
と
一
緒
に
回
っ
た
池
田
優

太
君
（
西
目
小
５
年
）
は
「
ど

の
ブ
ー
ス
も
楽
し
い
。
使
い
捨

　市長の長谷部です。11月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
10
月
に
本
市
を
訪

問
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

パ
ラ
ノ
ビ
チ
駐
日
大
使
か
ら
の

ご
案
内
で
、
同
国
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介

と
、
本
市
と
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
か

か
る
説
明
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
事

前
合
宿
に
適
し
た
施
設
と
し
て
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
、
帰
国
後
に
は

各
競
技
団
体
へ
の
報
告
と
検
討

を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

11月６日（火）
○風の子保育園の園児が「勤労感謝の日」訪問

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
風
の
子
保

育
園
の
年
長
さ
ん
23
人
が
市
役

所
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
さ

ま
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
日
頃
の
勤
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
た
だ
き
、
お

花
と
小
物
入
れ
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
園
児
の
皆
さ
ん
も
風
邪
な
ど

ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
ね
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

11月16日（金）
○駐日ハンガリー大使館を訪問いたしました
　（パラリンピック事前合宿プレゼン）

て
な
い
カ
イ
ロ
の
ブ
ー
ス
は
何

度
も
使
え
る
の
が
エ
コ
で
い
い

な
と
思
っ
た
。
普
段
か
ら
理
科

の
授
業
も
好
き
な
の
で
、
た
く

さ
ん
学
ん
で
将
来
は
先
生
か
放

射
線
技
師
に
な
り
た
い
で
す
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
が
北
前
船
に
つ
い
て
学
ぶ

小
学
校
で
北
前
船
授
業

　
学
区
内
に
日
本
遺
産
「
北
前

船
寄
港
地
」
の
「
石
脇
湊
」
と

「
古
雪
湊
」
が
あ
る
新
山
小
学

校
と
鶴
舞
小
学
校
で
11
月
14
日

に
北
前
船
授
業
が
行
わ
れ
、
両

校
の
５
年
生
２
１
１
人
が
授
業

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
８
月
７
日
に

開
催
さ
れ
た
日
本
財
団
「
海
と

日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
伴
う

「
北
前
船
こ
ど
も
交
流
拡
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
講
師
を
務
め
た

市
職
員
か
ら
「
北
前
船
が
湊
か

ら
運
ん
だ
も
の
・
湊
に
運
ば
れ

た
も
の
」
や
「
現
在
の
私
た
ち

に
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
古
雪
湊
の
廻

船
問
屋
が
奉
納
し
た
縦
２
㍍
・

横
３
㍍
ほ
ど
の
越
前
瓦
の
大
き

さ
を
イ
ラ
ス
ト
で
体
感
す
る
な

ど
、
子
吉
川
を
行
き
交
っ
て
い

た
北
前
船
に
つ
い
て
熱
心
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

Event  and  Sports

力
強
く
、
美
し
い
動
き
に
拍
手
喝
采

日
本
体
育
大
学
体
育
研
究
発
表
実
演
会

　
日
本
体
育
大
学
の
生
徒
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

「
体
育
研
究
発
表
実
演
会
」
が

12
月
２
日
、
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
元

気
あ
ふ
れ
る
演
技
に
始
ま
り
、

基
本
的
な
動
き
と
変
化
に
富
ん

だ
運
動
構
成
を
織
り
交
ぜ
た

「
集
団
体
操
」
、
同
大
学
独
自

の
応
援
ス
タ
イ
ル
「
エ
ッ
サ
ッ

サ
」
な
ど
、
２
４
４
人
の
学
生

が
13
演
目
を
披
露
。
き
び
き
び

と
し
た
統
率
の
と
れ
た
動
き
に
、

詰
め
掛
け
た
約
３
７
０
０
人
の

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
秋
田
市
か
ら
来
た
鎌
田
育
子

息
の
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
沸
く

第
９
回
秋
田
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
シ
ョ
ー

　
秋
田
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン

シ
ョ
ー
が
11
月
18
日
に
ナ
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
約
２

５
０
０
人
の
観
客
が
華
や
か
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、
本
荘
地
域
の

保
育
園
の
踊
り
や
鼓
隊
、
小
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
由
利
工

高
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
県

内
各
地
か
ら
マ
ー
チ
ン
グ
や
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
団
体
が
出

演
し
、
華
麗
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
次
々
に
移
り
変
わ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
マ
ー
チ
ン
グ
の
全
国

大
会
で
何
度
も
入
賞
し
て
い
る

大
曲
中
吹
奏
楽
部
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
圧
巻
で
、
迫
力
あ
る

演
奏
と
息
の
合
っ
た
隊
列
の
動

き
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

入
館
者
が
５
万
人
を
突
破

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
の
入
館
者
が
11
月
20
日
、
５

万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
５
万
人
目
の
入
館
者
は
秋
田

市
か
ら
両
親
と
訪
れ
た
京
野
優

奈
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）
。
も
り
の

越前瓦の大きさを体感する児童たち

あ
そ
び
ば
に
入
る
と
「
ち
ょ
う

か
い
タ
ワ
ー
」
の
滑
り
台
が
気

に
入
っ
た
様
子
で
「
楽
し
い
。

も
う
１
回
」
と
繰
り
返
し
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

　
同
美
術
館
は
７
月
に
オ
ー
プ

ン
。
来
年
３
月
ま
で
に
２
万
５

千
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
市
外
か
ら
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
を
利
用
し
て
複
数
回
訪

れ
る
人
も
お
り
、
予
想
を
大
き

く
上
回
る
ペ
ー
ス
で
入
館
者
数

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

５万人目となった京野さん親子（右）

伝統の応援「エッサッサ」観衆を魅了した「集団体操」

さ
ん
（
70
歳
）
は
「
夫
が
卒
業

生
な
の
で
以
前
か
ら
興
味
が
あ

り
、
近
場
の
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

と
い
う
こ
と
で
見
に
き
た
。
若

い
人
た
ち
の
動
き
に
刺
激
を
も

ら
っ
た
し
、
全
て
に
お
い
て
素

晴
ら
し
か
っ
た
」
と
満
足
気
に

話
し
て
い
ま
し
た
。
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水
銀
を
含
む
ご
み
の

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

1

除
雪
中
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

2

　
本
年
４
月
か
ら
法
律
改
正
に
よ

る
「
水
銀
大
気
排
出
規
制
」
が
始

ま
り
、
地
球
規
模
で
環
境
中
を
循

環
す
る
水
銀
の
総
量
を
削
減
す
る

取
り
組
み
基
準
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
の
本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き

水
銀
濃
度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

排
出
基
準
値
を
上
回
る
数
値
が
数

回
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
排
出

基
準
値
は
、
今
後
、
継
続
的
に
水

銀
排
出
を
抑
制
し
て
い
く
た
め
の

指
標
で
あ
り
、
直
ち
に
健
康
被
害

に
結
び
つ
く
内
容
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
後
は
、
定
期
的
計
測
時
に
継

続
し
て
「
水
銀
大
気
排
出
基
準
」

を
満
た
す
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
水
銀
を
含

む
廃
棄
物
の
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
排
出
基
準
値
：
50
㎍
／

○
測
定
結
果
：
53
㎍
／ 

　

※

４
回
の
測
定
結
果
か
ら
最
大
・

最
小
を
除
い
た
平
均
値

▽
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

　
調
査
の
結
果
、
燃
え
る
ご
み
の

中
に
水
銀
を
含
む
廃
棄
物
が
混
入

し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
水
銀
を
含
む
廃
棄
物
は
、
４

月
か
ら
分
別
収
集
し
て
い
ま
し
た

が
、
中
に
は
燃
え
る
ご
み
と
勘
違

い
す
る
よ
う
な
も
の
も
多
い
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
分
別
収
集
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施

設
利
用
者
へ
の
窓
口
で
の
呼
び
掛

け
や
ご
み
の
投
棄
時
の
注
視
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

の
抽
出
検
査
を
定
期
的
に
行
い
、

水
銀
を
含
む
廃
棄
物
の
混
入
防
止

を
図
り
ま
す
。

▽
水
銀
を
含
む
廃
棄
物
の
出
し
方

　と
分
け
方

　
水
銀
を
含
む
廃
棄
物
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
地
域
の
ル
ー
ル
に
従
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。
分
け
方
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

○
乾
電
池
・
ボ
タ
ン
電
池
な
ど
の

　電
池
類

　
小
さ
な
袋
（
半
透
明
）
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
蛍
光
管

　
購
入
時
の
箱
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
箱
が
な
い
場
合
は
そ

の
ま
ま
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

割
れ
て
し
ま
っ
た
蛍
光
管
は
燃
え

な
い
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
水
銀
体
温
計
、
水
銀
温
度
計
、

　水
銀
血
圧
計

　
袋
（
乾
電
池
の
袋
と
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ
い
）
な
ど
に
入
れ
て
出

す
か
、
燃
え
な
い
ご
み
袋
に
入
れ

て
燃
え
な
い
ご
み
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
、
本
市
で
は
除
雪
作
業

中
の
人
的
被
害
が
14
件
（
死
傷
者

16
人
：
死
亡
２
人
、
重
傷
７
人
、

軽
傷
７
人
）
発
生
し
ま
し
た
。

　
次
の
点
に
留
意
し
て
、
除
雪
中

の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き

○
１
人
で
行
わ
ず
、
２
人
以
上
で

　
行
う
。
や
む
を
得
ず
１
人
で
作

　
業
す
る
と
き
は
、
携
帯
電
話
を

　
持
ち
、
家
族
や
隣
近
所
に
声
を

　
掛
け
る
。

○
転
落
を
防
ぐ
た
め
に
命
綱
や
安

　
全
帯
を
必
ず
着
け
る
。
命
綱
に

　
は
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
な
ど
滑

　
ら
な
い
材
質
の
も
の
を
使
い
、

　
反
対
側
の
家
の
柱
や
太
め
の
樹

　
木
に
結
ぶ
な
ど
、
状
況
に
応
じ

　
て
工
夫
す
る
。

○
屋
根
の
雪
は
20
㌢
程
度
残
し
て

　
足
場
を
確
保
す
る
。

○
底
の
厚
い
長
靴
は
避
け
て
、
ヘ

　
ル
メ
ッ
ト
や
滑
り
に
く
い
手
袋

　
を
正
し
く
着
用
し
、
動
き
や
す

　
い
服
装
で
行
う
。

○
は
し
ご
を
使
う
と
き
は
、
足
場

　
を
固
定
し
、
安
全
な
角
度
で
立

　
て
か
け
る
。
は
し
ご
を
登
る
と

　
き
は
、
な
る
べ
く
道
具
を
持
た

　
な
い
。

○
体
力
や
経
験
を
過
信
せ
ず
、
準

　
備
運
動
を
行
い
、
作
業
中
は
十

　
分
な
休
憩
を
取
る
。
体
調
が
悪

　
い
と
き
は
作
業
を
休
む
。

地
上
で
作
業
す
る
と
き

○
気
温
が
高
い
日
は
雪
が
緩
み
、

　
落
雪
や
つ
ら
ら
落
下
の
危
険
性

　
が
高
ま
る
の
で
特
に
注
意
す
る

○
流
雪
溝
の
ふ
た
を
開
け
た
ま
ま

　
に
し
て
お
く
と
、
転
落
事
故
の

　
危
険
が
あ
る
の
で
絶
対
に
や
め

　
る
。

除
雪
機
を
使
用
す
る
と
き

○
雪
詰
ま
り
の
除
去
は
必
ず
エ
ン

　
ジ
ン
を
止
め
、
回
転
部
が
完
全

　
に
停
止
し
て
か
ら
棒
な
ど
を
使

　
っ
て
取
り
除
く
。

○
周
り
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確

　
認
し
、
転
倒
し
た
り
挟
ま
れ
た

　
り
し
な
い
よ
う
周
囲
の
障
害
物

　
に
は
十
分
注
意
し
て
作
業
す
る
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
安
全
対
策
用
具

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

　

　次
の
総
合
支
所
・
出
張
所
、
消

防
署
・
分
署
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

借
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
危
機
管

理
課
、
ま
た
は
消
防
本
部
警
防
課

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

配
置
し
て
い
る
総
合
支
所
、
消
防

署
な
ど
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

配
置
場
所
　
矢
島
総
合
支
所
、
鳥

海
総
合
支
所
、
東
由
利
総
合
支
所
、

上
川
大
内
出
張
所
、
矢
島
消
防
署
、

鳥
海
分
署
、
東
由
利
分
署

用
具
の
内
容
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安

全
帯
、
カ
ラ
ビ
ナ
、
ロ
ー
プ

N㎥
N㎥

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
で
す

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

3

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

市
庁
舎
敷
地
内
禁
煙
が
始
ま
り
ま
す

4

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
早
く
気
付
い
て
対

応
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
経
過
を

遅
ら
せ
た
り
、
介
護
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
認
知
症
か
な
？
」
「
認
知
症

だ
と
思
う
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い

？
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※

必
要
に
応
じ
て
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　と
は

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
医
療
・

介
護
の
専
門
職
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

◇
支
援
内
容

　
チ
ー
ム
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

ご
本
人
や
ご
家
族
の
生
活
の
様
子

や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伺
い
し
、

必
要
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

◇
支
援
の
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
自
宅
で
生
活
し
て

い
る
認
知
症
の
方
や
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な

　
い
方
、
ま
た
は
治
療
を
中
断
し

　
て
い
る
方

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ

　
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

・
認
知
症
の
症
状
が
強
く
、
対
応

　
に
困
っ
て
い
る
方

　
平
成
30
年
７
月
に
改
正
さ
れ
た

健
康
増
進
法
で
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う
、

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
公
共

施
設
の
建
物
内
禁
煙
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
職
員
の
健
康
増
進
を
一
層
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
庁
舎
敷
地
内
禁

煙
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

開
始
日
　
平
成
31
年
４
月
１
日

対
象
施
設
　
本
庁
舎
、
第
二
庁
舎
、

各
総
合
支
所
庁
舎
、
消
防
庁
舎

※

庁
舎
敷
地
内
禁
煙
は
、
対
象
施

設
へ
の
来
庁
者
の
皆
さ
ん
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

清
掃
事
業
所

☎
22―

４
８
８
５

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８

消
防
本
部
警
防
課

☎
24―

４
２
８
３

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

☎
24―

６
２
１
６

ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

消
防
本
部
総
務
課

。

＜支援の流れ＞

①地域包括支援センターに相談
　認知症が気になったら…
地域包括支援センターへご相談
ください。

②初回訪問
　チーム員がご自宅に訪問し、
認知症の程度の把握や情報提供
などを行います。

③認知症初期集中支援チーム員会議
　アセスメントに基づき必要な
医療や介護サービスなど支援の
方向性を検討します。

④必要な支援の実施
　各関係機関と連携して必要な
支援を行います。

⑤認知症初期集中支援チーム員会議
　観察や評価を確認し、支援の
方法・内容や頻度を検討します。

⑥関係機関への引き継ぎ
　介護サービスの導入や専門医
への受診につなげ、介護支援専
門員などに引き継ぎます。

問い合わせ先
○担当エリア：全地域
地域包括支援センター　☎２４－６３４５
○担当エリア：岩城・大内地域
北部地域包括支援センター　☎７４－６８８８
○担当エリア：本荘・東由利・西目地域
中央地域包括支援センター　☎２４－６３２４
○担当エリア：矢島・由利・鳥海地域
南部地域包括支援センター　☎７４－４１５０

岩城公民館が
　　　文部科学大臣表彰

　本市の岩城公民館が優良公民館として文部
科学大臣表彰を受けました。
　これは、特に優秀な成果を上げている公民
館が表彰されるもので、本市での受賞は平成
27年度の西目公民館以来、３回目となりま
す。

　岩城公民館は長年にわたり、いわき市との
中学生交流を実施。地域住民の協力を得なが
ら、双方の中学生が交流することで、若い世
代の郷土愛の醸成と交流促進などに取り組ん
でいることが評価されました。 

（※

）
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健
康

だ 

よ 

り

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
地
域
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

①森のほっとカフェ
　日時　12月27日㈭　14時～16時
　会場　あきた森の保健室（中田代
　　字板井沢１１４－７）
　参加料　無料
　内容　笑顔になっちゃう「ほめゲー
　　ム」～褒める力を鍛えましょう～
　問　小野さん　
　　☎０８０－５７４１－８６２０

ノロウイルスによる感染性胃腸炎にご注意を！
　ノロウイルスは、冬季に流行する感染性胃腸炎の原因となるウ
イルスです。主に人の手や食品を介して感染し、吐き気、おう吐、
下痢、腹痛、微熱などの症状が１～２日続きます。感染力が強く、
特に子どもや高齢者は重症化することもあるので、注意が必要で
す。気になる症状があったら、医療機関に相談しましょう。

◎予防と対策
①丁寧な手洗い（右図参照）
　調理前、食事前、トイレ後、下痢などの汚物処理やオムツ
交換の後に、せっけんと流水で十分に手を洗う。（指輪を外
して手首まで）
②食品の十分な加熱
　食品を加熱する際は、中心までしっかりと火が通るように
調理する。（中心温度85～90度で90秒以上加熱）
③調理器具の消毒
　包丁、まな板、ふきんなどはよく洗い、熱湯や塩素系漂白
剤で消毒する。（生肉、生魚を処理した後は特に注意する）
④おう吐物などの処理
　使い捨てのマスクと手袋をつけ、速やかにペーパータオ
ルなどで静かに拭き取り、塩素消毒剤（※）で消毒後、水拭き
する。拭き取ったおう吐物や手袋などは、ビニール袋に密閉
して廃棄する。しぶきなどを吸い込まないようにする。終わっ
たら、丁寧に手を洗う。

（※）塩素消毒剤…500㍉㍑のペットボトルに水とそのボト
　　ルのキャップ2杯分の塩素系漂白剤を入れ、よく混ぜる。
　　塩素系漂白剤は「使用上の注意」をよく確認してください。

②認知症予防拠点カフェあまさぎ
　日時　１月10日㈭　10時～14時
　会場　かやぶき荘（岩城冨田字根
　　本１０－２２）
　参加料　無料
　内容　講話「食事の話」とコグニサ
　　イズ
　問　渡辺さん　☎６２－５００１
　　※送迎相談可

風しん抗体検査・予防接種費用を助成します
　風しんの抗体検査・予防接種の費用を県と市で助成します。

【風しん抗体検査】　－秋田県助成事業ー
期間　平成31年３月31日まで
対象者　①妊娠を希望する女性
　　　　②①の配偶者および抗体価が低い妊婦の配偶者
　　　　　（配偶者…事実上婚姻関係と同様の事情にあ
　　　　　る人を含む）
助成額　全額
※事前に医療機関で予約を行い、健康保険証を持参の上、
　受診してください。

【成人風しん予防接種】　－由利本荘市助成事業ー
対象者　①市に住所登録のある20～49歳の男女
　　　　②妊娠を希望する女性およびそのパートナー
　　　　③風しん抗体検査（妊婦健診、県助成事業、自
　　　　    費含む）でワクチン接種を推奨された方
助成額　風しん単独ワクチン　2,500円
　　　　ＭＲワクチン　3,500円
必要書類　風しん抗体検査結果
受け付け　健康管理課または各地域の市民サービス課

▶▶催し
■認知症カフェ（オレンジカフェ）
　認知症の方本人またはその家族、地域住民など誰でも参加できます。

◎衛生的な手洗いの仕方

〈11月16日～ 11月30日受け付け分〉
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ぶ
ん
も
何
か
一
つ
で
も
夢
中
に

　
　
　
な
る
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば

…

今
年
最
後
の
広
報
で
こ
れ
か
ら
の
目

標
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
来
年
も
ご
愛

読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

　 （
慶
）

　
　
　
ま
く
い
っ
た
こ
と
、
い
か
な
か
っ

　
　
　
た
こ
と
、
振
り
返
る
と
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
な
ん
と
か
終
え
ら

れ
そ
う
で
す
。来
年
も
広
報
紙
へ
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
ば
は
温
か
い
の
と
冷
た
い
の
ど

　
　
　
ち
ら
が
好
み
で
す
か
？
　
私
は

冷
た
い
の
が
大
好
き
で
、
冬
も
ざ
る
や

ぶ
っ
か
け
を
食
べ
ま
す
。
年
越
し
そ
ば

も
冷
た
い
の
を
食
べ
て
今
年
１
年
を
締

め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。  

（
蔵
）

　
　
　
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

　
　
　
シ
ョ
ン
巡
り
の
季
節
が
始
ま
り
、

今
年
は
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
も
イ

チ
ョ
ウ
の
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

点
灯
し
、
ま
た
一
つ
楽
し
み
が
増
え
ま

し
た
。                                 

（
竹
内
）

じう大 そ

ちょっとひといき ……

〈11月16日～ 11月30日受け付け分〉

（矢島町七日町・90歳）

（矢島町荒沢・93歳）

（矢島町川辺・70歳）

（岩城下黒川・93歳）

（岩城亀田亀田町・93歳）

（岩城君ヶ野・87歳）

（山本・98歳）

（大水口・89歳）

（町村・84歳）

（岩野目沢・94歳）

土田　敏子さん

山田　友吉さん

熊谷　　勲さん

髙橋ナオヱさん

山崎　信郎さん

髙橋　秀一さん

伊藤　マサさん

三浦　益藏さん

巴　　秀夫さん

東海林マチヱさん

菊池　幸一さん

八嶋　次保さん

堀　　チヨさん

菊地　トシさん

小番　　順さん

畠山信二郎さん

髙橋　サキさん

阿部　留美さん

宝池千代吉さん

高橋　　淳さん

（大内三川・88歳）

（岩谷町・80歳）

（中館・88歳）

（岩野目沢・95歳）

（東由利舘合・90歳）

（東由利舘合・86歳）

（東由利黒渕・90歳）

（西目町出戸・58歳）

（西目町出戸・80歳）

（鳥海町上笹子・55歳）

11月21日永眠されました。昭和64年から11年間にわたり、旧大
内町行政推進員を務め市政の発展に尽力されました。平成11年
大内町自治功労。80歳。

佐々木彩葉ちゃん（和政さん）一番堰

　藤　結衣ちゃん（慎太郎さん）石脇

星　　天絆ちゃん（達也さん）浜三川

髙橋　謙洋ちゃん（重剛さん）給人町

佐藤　蒼介ちゃん（一起さん）石脇

石川　蒼真ちゃん（和樹さん）東梵天

高橋　叶愛ちゃん（悠太さん）薬師堂

木下　翔稀ちゃん（慶馬さん）岩渕下

佐林　　錬ちゃん（勇樹さん）石脇

大場　理雄ちゃん（尚雄さん）鳥海町上笹子

遠藤　忠男さん （旧大内町功労者・羽広）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター（または総合支所市民サービス課、 出張所）にお申し出ください。

冨樫　禮子さん

工藤　タミさん

小松　由造さん

東海林安雄さん

今野フヂエさん

須藤　房志さん

石井　ツマさん

（畑谷・81歳）

（赤田・87歳）

（館・82歳）

（親川・82歳）

（小防ヶ沢・90歳）

（石脇・81歳）

（石脇・85歳）

髙橋　正一さん

小松　利勝さん

今野　綾子さん

佐々木兼次郎さん

嵯峨　ミヱさん

岡部　昭三さん

須田　金次さん

（石脇・67歳）

（柳生・80歳）

（古雪町・74歳）

（東梵天・88歳）

（南ノ股・92歳）

（二十六木・80歳）

（矢島町元町・86歳）

人　の動き 11月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　　（　）は前月比

人口　 77,377人     （-75）
男=36,937人    　（-31）
女=40,440人　    （-44）

　　世帯数  30,592世帯　 （+1）

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  11月の人身事故発生状況 

　事故件数　   16件
　死亡者数　    ０人
　負傷者数　   17人

累計 昨年同期

  　 110件
2人

132人

86件
２人
112人

      （11月30日現在・由利本荘署管内）

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

工藤　サダさん

いろは

ゆい

てんは

けんよう

そうすけ

そうま

とあ

しょうま 

　　れん

りお

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

（大正７年11月25日生まれ・石脇）

～これからもお元気でお過ごしください～

満100歳 
おめでとうございます


